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ドキュメント体系について 

2001年 5月 18 日 

理事会決定 

最近改正 2003年 11月 13日 

 ＴＴＣのドキュメント体系は、下記によるものとする。 

記 

１．ドキュメント体系の考え方 

ＴＴＣのドキュメント体系は、以下の考え方により制定する。 

・ 技術仕様の確定度が明確に表現できる体系であること。 

・ 仕様の追加、変更などにスピーディに対応できること。 

・ 他の海外標準化団体やフォーラムとのドキュメント体系と極力整合できること。 

 

２．ドキュメント体系 

   注：基準書類とは ITU-T 等の Normative  document、参考資料とは Informative  

document に相当する。 

 

３．手続きの原則 

(1) 作成の手続きは、公正、透明で開かれたものであり、要望に機動的かつ迅速に対応で  

きるものとする。 

(2) 周知は的確に行う。 

 

４．制定の手続き 

 具体的な制定手続き等は企画戦略委員会が別に定める。 

 

属性 分  類 定  義 

基 

準 

書 

類 

標準 

Standard 

確定した技術仕様。 

仕様書 

Technical Specification 

暫定的な技術仕様。 

参 

考 

資 

料 

技術レポート 

Technical Report 

技術参考資料として発行するもの 

調査報告書 

Survey Report 

委員会での調査活動の報告を公開するもの 


